














 

前年度にひき続き,主として小児を対象とした原発性免疫不全症候群の症例の全国調査登

録を実施した。 

 また,すでに登録された症例のうち,小児伴性無ガンマグロブリン血症,Wiskott-Aldrich

症候群などについて,さらに詳細な資料とその後の経過などを知るための再調査を実施し

た。 

 さらに,これらの症例中,悪性腫瘍を合併したものについて集計を特に行った。 

 昭和 57 年 9 月 5 日現在の登録症例数は表 1に示すごとくである。 

 すなわち,男 427 例(70.7%),女 177 例(29.3%),合計 604 例が集計されたが,これは前年度

より 29 例の増加であった。このうち,61 例(10.1%)が,16 才以上の成人例であり,その他は

すべて小児例であった。 


